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ハトマークビジョン
2017

ハトマークビジョン
2017

理想の姿 実現のために理想の姿 実現のために

公益社団法人 新潟県宅地建物取引業協会

イメージキャラクター

ハトっキー

新 潟 版新 潟 版

理想の姿理想の姿
消費者に寄り添い、
消費者・会員業者とともに
成長する宅建協会

消費者に寄り添い、
消費者・会員業者とともに
成長する宅建協会

6 7

災害時のみならず
弱者、命を救う
宅建協会

行政にアドバイス
協会理事が指導

民間住宅を
公営に準じ借上
行政の負担軽減

障がいある人も
共に住みやすい
社会つくり参加

行政連携

政界人・省庁
要人への道筋を
与野党問わず
人物本位

30市町村との
連携協議
市町村指導

公共事業
代替地の提供

U・I・Jターン
働く場所の創成
住んで得する街

収入試算
開業支援の工夫
協会活動広報

国交省採択
指定管理事業
美術館・公園

支出の検証
無駄会議排除
ペーパーレス化
事務作業の省力化

入会金・会費
入会の多元化
会費値上検証

財政基盤強化 支部交付金

民間住宅の公営
借上げ

サポートセンター
富士火災代理店

南魚沼産コシヒカリ
販売

補助金受託事業
国交省住宅局

定款・会則遵守
理事選出基準

公益事業比率
透明な事業報告
公益法人協会
定点研修

全宅連・全政連
方針報告
地方創生

優秀理事表彰
長年勤務者表彰 総会決議

業界展望
不動産金融工学
SPC・REIT等

ハトマークブランドの
浸透

全日との競争

政策課題
国会議員への
当会の要望説明

他産業から参入
銀行の参入阻止

識者外部理事
議長に登用
法律顧問

スピード　感ある
決める　会議

１・結論 ➡　２・理由
説得力　ある資料

TV会議の検証
２拠点会議

47都道府県協会と会議
全宅連と会議

議案を読みこなし
質問事項提出 理事会  改革 前回の決議案を

簡潔レクチャー

政策懇話会
専門家又は政策に
精通した識者を招き
講演・対談

優秀協　会視察
女性理　事登用

ユーモア　センス
華としな　やかさ

監事講評
不作為の作為・禁
ハンドブック作成

有為な職員発掘
英・中・韓
語学堪能職員

事務局統括
職員のマインドUP
好感度の接客

姿勢・挨拶・見送り

年間スケジュール管理
と組み立て

理事・協議委員
お知らせと連絡

理事の個人情報
文書化した情報
漏洩防止

事務局改革
精鋭主義
加点主義

3元管理チェック

就業規則の徹底
上司が配慮する
ハラスメント防止

マスコットキャラ
協会の環境整理
季節感の演出
心地よさの提供

不作為の作為
注意・減点
気付き

宅建協会組織強化 曼荼羅図

事務局改革 理事会  改革 総会決議

２事業部
宅建  協会
組織  強化
曼荼  羅図

財政基盤強化

地域社会 会員業  務支援 行政連携

課題収集
30市町村の
お困り事受託

会員の意識調査
気軽に相談
新人社員研修

協会活動広報
30市町村に

定期的にお知らせ

先進地の活動
データに説明 ２事業部 問題解決法

の最速伝授

研修会・講習会
支部係の活用
データの集約
理事会報告

アイディアリスト
を絞り込む

研修の充実
参加したくなる
講師陣

法令遵　守指導
学習す　る産業

落ち度の　ない重説

30年一括借上げ
企業との競争法

会員の収益UP
開業支援 会員業  務支援

物件流通広報
インターネット
ビッグサイト出展

外国人対応法
トラブル解決
日本流の生活

若手を　勇気づけ
手相の　活用
会員間　の親睦

士業連携
弁護士・鑑定士
司法書士・調査士

まちづくり協議
自治会相談
地域の茶の間
イベント参加

空き家は資源
２拠点居住
野鳥観察者
漫画家

スポーツ合宿
ランニング
レスリング
企業研修利用

地域社会の
変貌を分析
識者と協働

地域社会

外国人入居者
マナー教育
民泊・稲刈り
バックパッカー

無料相談
苦情相談
予防相談

青少年育成
高齢者見守り
障がい者支援

被災者支援
地震・台風・水害
環境問題

な　

大谷翔平を“怪物”にした目標達成用紙
大谷翔平がここまでの“怪物”となったのには、高校時代の監督・佐々木洋が大谷翔平に与えた「目標達成シー
ト」が非常に重要な役割を果たしている。これは「マンダラチャート」とも言われている。

曼荼羅図
について

― 1 0  ―



― 1 1  ―



― 1 2  ―


